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２
０
１
１
年
９
月
、
う
れ
し
い
友
軍

が
、
し
か
も
大
幅
に
戦
力
ア
ッ
プ
し
て

や
っ
て
き
ま
し
た
。更
科
資
料
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
札
幌
在
住
で
書
誌
研
究

家
の
小
野
寺
克
己
氏
が
ま
と
め
ら
れ
た

『
更
科
源
藏
書
誌
』で
す
。

　

小
野
寺
氏
は
、
１
９
７
０（
昭
和
45
）年

こ
ろ
に
更
科
の
著
書『
熊
牛
原
野
』『
札
幌

放
浪
記
』を
読
み
、
更
科
の
起
伏
に
満
ち

た
足
跡
に
興
味
を
ひ
か
れ
、
以
来
、
更
科

が
執
筆
し
た
著
書
や
文
章
が
発
表
さ
れ

た
新
聞
・
雑
誌
な
ど
を
調
べ
て
い
く
こ
と

に
な
る
の
で
す
。仕
事
中
で
も「
更
科
」の

文
字
を
見
つ
け
た
ら
、
何
か
関
係
す
る

も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
そ
ば

屋
に
も
飛
び
込
ん
で
い
く
、
と
い
う
熱

心
さ
で
し
た
。

　

氏
も『
更
科
源
蔵
書
誌
』の
あ
と
が
き
で

触
れ
て
い
ま
す
が
、
詩
人
で
劇
作
家
の

佐
々
木
逸
郎
が「
二
本
の
箸
で
飯
を
食
う

の
は
だ
れ
で
も
で
き
る
が
、
一
本
の
筆

で
飯
を
食
え
た
の
は
、
北
海
道
で
は
更

科
さ
ん
だ
け
」と
語
っ
て
い
る
く
ら
い
、

更
科
は
あ
ら
ゆ
る
紙
面
に
、
博
物
誌
や

ア
イ
ヌ
文
化
研
究
、
文
学
研
究
の
分
野

で
文
章
を
書
い
て
い
ま
す
。砂
漠
で
宝

石
を
探
す
よ
う
に
追
跡
し
て
仕
上
げ
た

書
誌
が
、
１
９
９
０（
平
成
２
）年
７
月
に

刊
行
さ
れ
た『
原
野
彷
徨
｜
更
科
源
藏
書

誌
』で
し
た
。

　
『
原
野
彷
徨
』は
更
科
の
著
作
目
録
で
、

著
書
や
雑
誌
・
新
聞
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た

も
の
、
参
考
文
献
と
し
て
更
科
の
評
価

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
単
行
本
・
新
聞
・
雑

誌
記
事
な
ど
と
年
譜
が
記
載
さ
れ
、
総

ペ
ー
ジ
数
２
０
５
ペ
ー
ジ
で
し
た
。

　

氏
は
そ
の
後
も
調
査
を
続
け
ま
す
。

『
原
野
彷
徨
』に
な
ら
っ
て
項
目
一
つ
一

つ
を
詳
細
に
、
新
た
に
発
見
し
た
資
料

を
追
加
し
、
年
譜
も
詳
し
く
調
べ
て
い

き
ま
す
。そ
し
て
、
一
番
作
業
が
大
変
で

前
著
に
は
な
か
っ
た
索
引
を
作
り
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
ペ
ー
ジ
数
は
７
２
１
ペ

ー
ジ
。前
作
の
３
・
５
倍
の
分
量
に
な
っ

て
、
先
の
書
誌
の
増
補
改
訂
版
と
い
え

る
著
書『
更
科
源
蔵
書
誌
』が
前
作
刊
行
か

ら
21
年
後
に
出
版
さ
れ
た
の
で
す
。

　

氏
が
書
誌
作
成
の
鉄
則
に
し
て
い
る

こ
と
は「
著
者
・
遺
族
を
襲
わ
な
い
こ
と
」

「
身
銭
を
切
る
こ
と
」「
現
物
に
当
た
る
こ

と
」で
す
。「
身
銭
を
切
る
こ
と
」と
は
、
現

物
調
査
に
道
内
外
の
図
書
館
や
文
学
館

に
調
査
に
出
か
け
る
こ
と
や
未
見
の
物

が
古
書
店
に
出
る
と
購
入
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
、
著
書
を
自
費
出
版
す
る
こ
と

で
す
。家
族
の
理
解
が
な
け
れ
ば
、
と
て

も
で
き
な
い
仕
事
で
す
。

『原野彷徨－更科源藏書誌』と
『更科源藏書誌』

●更科源藏資料紹介

第
82
回

原

野

紀

行

更科源藏（さらしなげんぞう）
●1904（明治37）年、弟子屈
町熊牛原野（南弟子屈）に生
まれ、1985（昭和60）年に81
歳で逝去。東京麻布獣医学
校を中退した後、尾崎喜
八、高村光太郎に師事し、
詩作を中心に郷土史、アイ
ヌ文化研究など主に文学
活動を続けた。
▶�弟子屈町で所蔵してい
るさまざまな資料を紹
介する。

著書の検印などに使
っていた自作のエゾ
シカ印

図書館では、１月24日㈫から図書

館システムを一新しました。

これにより、新しくご利用できる

サービスについて、ご案内します。

★図書館の本が館内の利用者用検索端末からご自分で検索できるようになりました
　これまで図書館の本は、直接または電話でお問い合わせいただき、職員がお調べしていました。この度、館内に利用
者用検索端末を設置しましたので、利用者の方ご自身で図書館の本を探せるようになります。タッチパネル式で操作
も簡単です。

★ご自宅のパソコンや携帯電話から図書館の本の検索・予約ができるようになります
　弟子屈町図書館ホームページの「蔵書検索」で、図書館にある本をご自宅のパソコンや携帯電話で探せるようにな
りました。また、借りたい本の予約を「蔵書検索」画面から、ご自身でできるようになります。（３月１日㈭から始めま
す）メールアドレスをご登録いただくと、貸し出し準備ができた予約資料をＥメールでお知らせします。
※�「インターネット予約サービス」を利用するための手続きは、３月からできるようになります。利用開始までしばら
くお待ちください。
　インターネット予約の登録をすると、ほかにも次のことが
できるようになります。
図書の予約手続き
利用状況の確認（予約・貸し出し）
パスワードの変更
メールアドレスの変更
　インターネット予約サービスは、弟子屈町図書館の利用者
登録をしている方が対象です。中学生以下の方の登録には、
保護者の同意が必要です。

１　�既に登録されている方は、下記の必要書類をご用意の

上、窓口で職員にお申し込みください。登録がまだの方

は、インターネット予約の利用手続きの際、同時に図書

館の利用者登録をしてください。

　 ▼ご用意いただくもの
　　①弟子屈町図書館利用者カード
　　②本人確認ができるもの（免許証や本人宛ての郵便物など）
　　③個人専用のメールアドレス
　　（パソコン、携帯どちらもできます）
２　登録が完了したら、仮パスワードを発行します。

３　�その後、ご自身で弟子屈町図書館ホームページにログイ

ンしていただき、仮パスワードから本パスワードへの変

更を行ってください。

　※�ご自身で変更されたパスワードは、図書館では一切管理
していません。パスワードを忘れた場合は、あらためて窓口で申請が必要となりますので、ご注意ください。

４　�予約本の取り置き期間は、Ｅメール連絡の翌日から６開館日とします。期間内に図書館または図書館バスへ受け

取りに来てください。期間を過ぎてもご連絡がない場合は、取り置きをキャンセルさせていただきますので、あ

らかじめご了承ください。

※�インターネット予約の登録手順は、３月１日㈭から、図書館内・弟子屈町図書館ホームページでもお知らせします。
　「弟子屈町公式ウェブサイト」＞「暮らしの情報」＞「社会教育」＞「弟子屈町図書館」からご覧いただけます。

問い合わせ先／弟子屈町図書館☎４８２‐１６１６

図書館利用のご案内
【開館日】

火～金曜日／10時～18時

土・日曜日／10時～17時

【閉館日】

　月曜日／祝日／年末年始／図書整理期間

【所在地】

　中央２丁目４番１号（役場向かい）

　☎４８２‐１６１６　４８２‐１６１７

【貸出冊数】

　１人10冊（コミック含む）※コミックは１人２冊まで。

【貸出期間】

　２週間まで（特別なものを除く）

インターネット予約サービスのイメージ

取り置き図書の
お知らせ

本の検索・予約
弟子屈町図書館
新図書館システム

利用者の方
自宅パソコン
携帯電話


